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1Abstract
  "The Nine Chapters on the Mathematical Art" was the oldest book of mathematics in China 
before the unearthing of "Suan-shu shu." The aim of our research is to provide a complete 
translation and annotation of it including annotations of Liu Hui（劉徽）and Li Chunfeng（李
淳風）from the viewpoint of our previous work on "Suan-shu shu." 
  This is the eleventh article based on our research and results in which we studied the 










Translation and Annotation of “The Nine Chapters 
on the Mathematical Art（九章算術）” Vol. 11
TAMURA Makoto　
YOSHIMURA Masayuki　
†This work was partially supported by Grant-in-Aid for Scientific Research (C)(20500879).
平成23年 2 月28日　原稿受理
2大阪産業大学論集　人文・社会科学編　12
［一九］ 今有積一百八十六萬八百六十七尺[23]。 問爲立方幾何。 荅曰、一百二十三尺。




















　　 ［二〇］また、体積が1953 1―8 立方尺である。問う、立方体の一辺はどれほどか。答え
にいう、12 1―2 尺である。
　　 ［二一］また、体積が 63401 447―512 立方尺である。問う、立方体の一辺はどれほどか。
答えにいう、39 7―8 尺である。




































































1 乗、 2 乗、 3 乗の係数である。したがって「議」る位を 1 つ下げると、それに応
じてx , x 2 , x 3 の位もそれぞれ 1 , 2 , 3 だけ下がる。したがって「中行」は一つ飛ばし、
5『九章算術』訳注稿（11）（田村　誠、吉村昌之）
「下行」は二つ飛ばしとなる。
　　（9 0）上注（88）の記号を用いれば、「復た議る（ x ）」を置いて、中行（3A）に乗じ、下行（1）
には 2 回乗じておいて、さらに別途これらを「定法」（ 3A2）に加えるということで
ある。したがって新たな「定（法）」は（ 3A2+3Ax+x 2 ）となる。上注（88）で述べ
た立方体の体積の差は（A+x）3−A3=3A2x+3Ax2 +x3=（ 3A2+3Ax+x 2 ）x であるので、
後文ではこの差が「定（法）」×「議」として除かれることになる（図参照）。
　　（9 1）上注（88）の記号を用いれば、定法（ 3A2+3Ax+x 2 ）に下行x2 の 2 倍と中行3Axを
加えるということであり、次の定法は
　　　 3A2+3Ax+x 2 +2x 2 +3Ax= 3A2+6Ax+3x 2 =3（A+x）2=3A22となる。ここまでの「所
得数」はA2=A+xであるので、A2を上注（88）のAと置き直して計算を進めるのであ
る。







　実に体積 1860867 を置く。  　　　 借一算を一、千、百、万と二つ飛ばしで位を
進める。
実 1 8 6 0 8 6 7 実 1 8 6 0 8 6 7
借算 1 ← ← ← ←
③「議所得、以再乘所借一算爲法」　　　　　　④「而除之［26］」
　 3 乗が借算の位の数(1)を超えないように 1 を　法で実（の借算の位）を除く（実から法×議
選び、借算の 1 に 2 回かけて法とする。　　　  を引く）。
議 1 議 1
実 1 8 6 0 8 6 7 実 8 6 0 8 6 7
法 1 法 1
借算 1 借算 1
⑤「除已、三之爲定法［27］」　　　　　　　　　⑥「復除、折而下［28］」
　除き尽くしたら、法を 3 倍して定法とする。　 また除くために、定法の位を下げる。
所得数 1 所得数 1
実 8 6 0 8 6 7 実 8 6 0 8 6 7
定法 3 定法 3
⑦「以三乘所得數、置中行［29］」　　　　　　　⑧「復借一算、置下行［30］」
　得られた商を 3 倍して、中行（廉）に置く。　 借算を下行（隅）に置く。
所得数 1 所得数 1
実 8 6 0 8 6 7 実 8 6 0 8 6 7
定法 3 定法 3




　中行（廉）は一つ飛ばし、下行（隅）は二つ ｢議｣（概算した 2 ）を置く。
　飛ばしで進める。
所得数 1 議 1 2
実 8 6 0 8 6 7 実 8 6 0 8 6 7
定法 3 定法 3
中行（廉） → 3 中行（廉） 3
下行（隅） → → 1 下行（隅） 1
⑪「以一乘中［32］、再乘下［33］、皆副以加定法」　⑫「以定除［34］」
　「議」(2)を、中行(3)には 1 度、下行(1)には 実(860)から定法(364)を｢議｣(2)の回数
　 2 度かけて、定法に加える。 だけ引く。
議 1 2 議 1 2
実 8 6 0 8 6 7 実 1 3 2 8 6 7
定法 3 6 4 定法 3 6 4
中行（廉） 6 中行（廉） 6
下行（隅） 4 下行（隅） 4
⑬「除已、倍下・幷中、從定法［35］」　　　　　　⑭「復除、折下如前」
　除きおわれば、下行(4)を 2 倍して中行(60)に また除くために、定法の位を下げる。 
　併せ、定法(364)に従える。 
所得数 1 2 所得数 1 2
実 1 3 2 8 6 7 実 1 3 2 8 6 7




　｢所得数」(12)を 3 倍して、中行（廉）に 借算を下行（隅）に置く。
　置く。
所得数 1 2 所得数 1 2
実 1 3 2 8 6 7 実 1 3 2 8 6 7
定法 4 3 2 定法 4 3 2
中行（廉） 3 6 中行（廉） 3 6
下行（隅） 4 下行（隅） 1
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⑰「步之、中超一、下超二等［31］」　　　　　　　⑱「復置議」
　中行は一つ飛ばし、下行は二つ飛ばしで進め 「議」（概算した 3 ）を置く。
　る。
所得数 1 2 議 1 2 3
実 1 3 2 8 6 7 実 1 3 2 8 6 7
定法 4 3 2 定法 4 3 2
中行（廉） 3 6 中行（廉） 3 6
下行（隅） → → 1 下行（隅） → → 1
⑲「以一乘中［32］、再乘下［33］、皆副以加定法」　⑳「以定除［34］」
　「議｣(3）を、中行(36)には 1 度、下行(1)には 実(132867)から定法(44289)を｢議｣(3)の
　 2 度かけ、さらに定法(43200)に加える。 回数だけ引く。
議 1 2 3 議 1 2 3
実 1 3 2 8 6 7 実
定法 4 4 2 8 9 定法 4 4 2 8 9
中行（廉） 1 0 8 中行（廉） 1 0 8








































[28][劉注]復除者、 三面方冪以皆自乘之數、 須得折議、 定其厚 爾。 開平冪者、 方百之面十。






























































注：（1 02）「三廉」とは「廉」の位置にある 3 つの直方体。前注（88）の記号を用いれ















注：（1 04）「三面」は既に除かれた立方体と面で接する 3 つの直方体を並べたもの（注






[35][劉注]凡再以中、 三以下、 加定法者、 三廉各當以兩面之冪連於 〔兩方之面、 一隅連於〕[一]











の面A2）に 2 つの「廉」の面Ax が
連なり、さらに角の部分に「隅」
の面x2が連なっている（図参照）。
し た が っ て 、 新 た な 「 三 面 」 は
3A22 = 3(A+x)







　　（1 06）｢棊」は、六博（すごろく）の駒。馬王堆 3 号墓に出土例がある。巻五の劉
注［15］に「これを験するに棊を以てすれば、其の形露わる｣、｢立方の棊を用いる
こと一、壍堵・陽馬の棊各々二」などにより、立体模型を表すと考えられる。
訳：およそ、中行の廉を 2 倍し下行の「隅」を 3 倍して定法に加えるのは、 3 つの

























　按、開立方者、立方适等、求其一面之數。 「借一算、步之、超二（位） 〔等〕[一]」 者、但立方求積、
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方再自乘、 就積開之、 故超二（位）〔等〕[一]、 言千之面十、 言百萬之面百。 「議所 〔得〕[二]、 以
再乘所借 〔一〕[三]算爲法、 而以除」 者、 求爲方冪、 以議命之而除、 則立方等也。 「除已、 三之
爲定法」、 爲積未盡、 當復更除、 故豫張三面已定方冪爲定法。 「復除、 折[四]而下」 者、 三面方
冪皆已有自乘之數、 須得折議、 定其厚 。 據開平方、 百之面十、 其開立方、 即千之面十、 而
定法已有成方之冪、 故復除之者、 當以千爲百、 折下一等。 「以三乘所得數、 置中行」 者、 設
三廉之定長。 「復借一算、置下行」 者、欲以爲隅方、立方等未有數、且置一算定其位也。 「步之、
中超一、 下超二 〔等〕[五]」 者、 上方法長自乘而一折、 中廉法但有長、 故降一等、 下隅法無面長、
故又降一等。 「復置議、 以一乘中」 者、 爲三廉（借）〔備〕[六]冪。 「再乘下」、 當令隅自乘爲方冪。
「皆副以加定法、 以定法[七]除」 者、 三面・三廉・一隅皆已有冪、 以上議命之而除去三（袤）〔冪〕[八]
之厚。 「除已、倍下・幷中、從定法」 者、三廉各當以兩面之冪連於兩方之面、一隅連於三廉之端、
以待復除。 其 「開之不盡」 者、 折下如前、 開方、 即合所問。 有分者、 通分内子開之。 訖、 開
其母以報除。 可開者、 以通之積、 先合三母、 既開之後、 一母尚存。 故開分母者、 求一母爲法、
以報除。 若母不可開者、 又以母再乘定實、 乃開之。 訖、 令如母而一。 分母不可開者、 本一母、








































































なのである。そこでまた「母」を分母に 2 度かけて、｢母」の 3 乗に合う。既に開立
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